	会　議　等　結　果　報　告　書

	会議区分
	会　議　・　打合せ　・協　議
	文書番号
	安総務第1722号

	
	
	決裁期日
	令和５年６月29日

	名　　称
	令和５年度第１回安平町行政改革推進委員会

	日　　時
	令和５年６月27日　午前・午後　　　１時３０分 ～　２時３５分

	場　　所
	安平町役場総合庁舎　２階大会議室

	出 席 者
	　委員　５名　　事務局　６名

	会議概要

（要点記載）

	１．開会

２．委員長あいさつ

・委員長よりあいさつ

３．付議事項

（１）第３次安平町男女共同参画基本計画策定方針（案）について（政策推進課）
別紙議案により説明。

【質疑・意見】

「委員」
〇　この計画は実際にどのようにしようかというのは、人間の性格もあるので難しい。子供のころは道徳教育があったが、今はあるのか。
「事務局」
〇　総合的な教育の時間などで道徳教育に関する部分については実施している。
「委員」
〇　理想だけで終わってしまってはしょうがない。
「委員」
〇　この委員会の構成メンバーも男女のバランスがとられている。
「事務局」
〇　男女の役割分担が潜在的に決まっている今の状況を少しでも改善できればと思う。
「委員」
〇　数値的な目標を。女性の割合を半数まで引き上げるなどの目標がある方が良いと思う。少し話は外れるが学校の名簿は男女別になっているのか。
「事務局」
〇　名簿は各学校ごとにあるが、公表しないものとなっている。
「委員」
〇　生徒名簿などの並び順は男女に分けられているのか。
「事務局」
〇　氏名順になっているので、男女別にはなっていない。
「委員」
〇　学校にいる段階から男女を分けるという意識づけが無ければよいと思う。
「事務局」
〇　今回の計画については、数値目標を設けており各項目に目標数値を入れることで進めて行くものです。目標値は総合計画と整合性をとりながら進めて行く。教育事業の中でも男女共同参画がどのように進められていくかを検討する事としており、ＣＦＣＩの目標についても、人権や子供の町づくりへの参画を積極的に取り入れていく事としているので、この計画にも取り入れていきたい。
「委員」
〇　一般の人には、このような計画があるというのも知られていないのが残念。
「委員」
〇　ＳＤＧsなども目標を立てて実施していく事が大切だが、認知度が課題となる。いずれにしても計画を進めていただきたい。
「委員」
〇　新型コロナによる社会情勢の変化は、年齢に関係なく外出しなくなった老人・子供達がいるので、外に出ることができなくなってしまい、学校に行く事が始められない子供達もいるので、個人を尊重する部分はあるが、学校に行けるというだけでも救われる道があるので力を入れていただきたい。高齢者も外に出られる事が増えるよう、機会を設けていただきたい。学校においても以前であれば注意されていたが、髪型などの自由を認めてきており、多様性を受け入れるものが出てきていると思う。
「事務局」
〇　教育の場面でも適用できるようにしていきたいと思う。男女共同参画計画にとらわれず、総合計画の具体的な事業などでも取り上げていきたいと思う。
「委員」
〇　男女ごとの仕事があるというのは昔にはあったが、今は社会に出て働く世の中になった。
「事務局」
〇　人口が減ってきている。生産人口が減ってきており、女性の社会復帰が無ければ社会としても経済が回らなくなってきているのもある。男性だからこうだというのは社会的に古い概念になるので、線引きをして理解を進めて行くものにしていきたい。潜在的な意識を変えていくのはすごく難しいと思う。
「委員」
〇　家庭内のこともあるのか。
「事務局」
〇　両方になるが、家庭内についてはお互いに認めあっているのであれば良いのではないでしょうか。多様性を認めましょうというのは示していかなければならない。
「委員」
〇　この議題はこれでよろしいでしょうか。
※出席委員了承

（２）安平町自治体ＤＸ計画について（総務課）
別紙議案により説明。
【質疑・意見】

「委員」
〇　マイナンバーカードについて説明をお願いしたいのですが。
「事務局」
〇　番号カードとして提供することで電子証明が可能となり、住民票・証明書のコンビニ交付を今後するにあたっても、マイナンバーカードを用いる事でサービスを提供することが可能となり、新たなサービスが提供できるようになる。個人を証明する証明書がカードに格納されているので、免許の優良者講習も自宅などで動画で見て講習を修了できるようにもなってきており、マイナンバーカード自体を活用することで様々な行政機関でのサービスが利用できるようになる。
「委員」
〇　改善前と改善後をみると、まだ安平町ではコンビニ交付ができない状態でしょうか。
「事務局」
〇　おっしゃる通りです。
「委員」
〇　町内の病院でも保険証としては利用できませんでしょうか。
「事務局」
〇　病院で機械を導入しないとできない。
「委員」
〇　薬局とかでも薬をもらう事に使えるところもある。
「委員」
〇　自分のマイナンバーカードがどのようなものに紐づけられているか確認することができるのでしょうか。保険証の紐づけなども確かめる方法がわからないので。
「事務局」
〇　マイナーポータルというサイトがあり、そこで確認することができる。スマートホンでも確認できる。
「委員」
〇　役場の窓口でも確認できれば良いと思う。
「事務局」
〇　役場の税務住民課の窓口でも確認できる。
「委員」
〇　マイナンバーカードの普及率はどのくらいか。
「事務局」
〇　カード交付率は、８割を超えている。
「委員」
〇　コンビニ交付の仕組みはどのようになるのか。
「事務局」
〇　専用の端末がコンビニに設置され、そこで交付を受けることができる。
「委員」
〇　郵便局の制度を利用すれば住民票の交付なども請求できる制度があるので、その制度も利用してもらいたい。
「委員」
〇　トラブルが目立つと今後、新たにカードを作る人の足かせになるので、トラブルが無ければと思うし、中にはカードが無くても困らないという人もいる。
「事務局」
〇　当町ではトラブルは無いが、今後十分に注意していく。
「委員」
〇　子供のカード作成率が低く、親は作成していても子供は作っていないというのもある。
「事務局」
〇　今後、社会に出ていく年齢になった場合には、運転免許など多方面の利用が増えていく事となる。
※出席委員了承

（３）安平町行政改革プラン2022の改定について（総務課）
別紙議案により説明。
大きな変更が生じたことから、その内容について説明。策定時は長期財政推計の数値を使用していたが、後期財政計画が策定されたことから、最新の数値に置き換えて見直しをかけたもの。もう一つが、職員数の推移について新たに策定した定員管理計画の数値から取り直しをしたもの。
「委員」
〇　税収の増が大きくあるが要因は。
「事務局」
〇　平成27年度時点で算定していたため、最新のものに見直したことから、税収の落ち込みが思ったよりもなかったことから当初推計した数値より増加しているもの。予算の全体額が平成27年度から大きく変わった要因としては、胆振東部地震による災害対策によるものが大きくある。町税が伸びたのは災害に起因するものではない。
　　令和４年度の実績をもとに集計をかけているので、実施状況について今後の委員会の中で報告し、必要に応じて計画の数値を見直すこともあるのでご理解をお願いします。
「委員」
〇　人口はずいぶん減っているのですね。
「委員」
〇　町長は他の会議のあいさつ内では増えていると言っている。
「事務局」
〇　転入転出を見る社会人口は増えています。
「委員」
〇　千歳への企業進出についての近隣自治体の取組について動きが出てきている。
「事務局」
〇　広域の取り組みをしてきているので情報交換を行い、各自治体で宅地の確保などを進めていく動きは出ている。広域という部分で足並みをそろえて取り組むという事は出てきている。
※出席委員了承

４．その他

なし
５．閉会
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